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研究成果の概要（和文）：万葉詩人の表現の独自性がどのようなものであるかという問いに対し、翻訳の実践と
理論を通して答を導いた。一方では、例えば、和歌に含まれる掛詞の二重の意味をどのように掴み、別の言語で
伝えることができるかについて考察した。また、枕詞については、日本で評価を得ている注釈書をいくつか検討
し、広い知識をもとに意味合いを導き出し、別の文化においてそれに対応する表現を見出した。他方では、例え
ば、翻訳学学者メショニックの理論を基に、彼の言う「主体」「リズム」などの概念をどのように『万葉集』の
和歌に当てはめられるかを問い、万葉詩人の技法を通して、当時の人々の世界観、時間の感覚などの「文明的
な」要素を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examine the particularities of poetic expression in the 
Man'yoshu from the point of view of the practices and theories of translation. On one hand, we 
wonder for example about the double meaning of "kake-kotoba" and the way in which this meaning can 
be transmitted in another language. Or, as regards "makura-kotoba", we refer to the japanese most 
authorized comments on the Man'yoshu in order to broaden the knowledge that will enable us to search
 a corresponding representation in the other culture. On the other hand, we refer for example to the
 works of the french translator and translation theoricist Henri Meschonnic, and try to clarify if 
his concepts of "poetic subject" or "rhythm" can find any resonance in the Man'yo's poetry. From 
this point of view, our study leads us to question the worldview of the poets of the Man'yo, and to 
think about the possibilities of correspondences in the anthropological and civilizational point of 
view.

研究分野： 日本古典文学、翻訳学、美学、比較文学
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景には次のような問いがあった。

なぜある文学作品は長きにわたり成功をお

さめるのか。なぜある詩が傑作と評価され

るのか。また、なぜそれが今日なおそのよ

うなものとして読者の心を打つのか。こう

した問題について考察するために、『万葉

集』を対象とし、翻訳学の観点から、その

恋の歌を吟味することにした。 
 
２．研究の目的 
万葉における恋の表現（「直に会う」「手枕

をまく」「紐解き開ける」など）をどのよう

に外国語（例えばフランス語）で伝えるこ

とができるか、という問いを立てることに

よって、次の二つのことが明らかになる。

一つは、表現の面において、和歌における

日本的で極めて特殊な要素。もう一つは、

内容の面において、人間である読者誰でも

が理解できるように思われる普遍的な要素。

これまでの人文科学にはなかったこの新し

い課題の意義は、そこにあると考えた。 
 
３．研究の方法 
日本の万葉詩人の表現のありようや、その
独自性がどのようなものであるかという問
いに対して、翻訳の実践と理論を通して答
を導いた。実践の方では、例えば、和歌に
掛詞や同音異義語が含まれる場合、その二
重の意味をどのように掴み、別の言語で伝
えることができるかについて考察した。ま
た、枕詞が現れる和歌については、日本で
評価を得ている注釈書をいくつか検討して、
広い知識をもとに意味合いを導き出し、別
の文化においてそれに対応する表現、イメ
ージなどを見出した。理論の方では、例え
ば、アンリ・メショニックという翻訳学学
者の理論をもとに、彼の言う「主体」「リズ
ム」などの概念をどのように『万葉集』の
和歌に当てはめられるかという問いを立て、
万葉時代の詩人たちの技法などを通して、
当時の人々の世界観、時間の感覚などの「文
明的な」要素を明らかにした。 
 
４．研究成果 
	 研究成果を三部に分けて以下に挙げるが、
各部は各年次の研究内容に相当する。 
 
１）実験的な観点 
一年目は、『万葉集』の歌の構造は複数の読

解の可能性を生じさせるようなものである

ことを示した上で、この原詩の複合性を伝

えうる訳詩こそが「忠実な」翻訳であるこ

とを示した。 
 
１−１：「『万葉集』における恋の祈り―「乞
ふ」と「恋ふ」の掛詞を翻訳する」 

第 3巻 380番歌を取り上げ、歌人は神に祈
りを捧げながら、同時に恋人にその恋を打

ち明けること、その歌は身体の欲望と心魂

の願望とのあいだの結びつきを生むもので

あることを示した。 
 
１−２：「『万葉集』における「孤悲」の表
現についての考察―フランス語訳の試みを
通して」 
第９巻 1778番歌を扱い、「孤悲」という表
記によって表現される「こひ（恋）」の意味

を問題とした。この語は言語学的には恋の

苦しみを示すに違いないが、人間学の観点

からは逆に、恋人を待つ喜びや確かな期待

の感情を示すものでもあることを明らかに

した。 
 
１−３：「秋風と露の涙―『万葉集』の一首
に関する風土的な考察」 
第 8巻 1617番歌を例として、景物と心象の
関係を明らかにし、和歌の構造をどのよう
にフランス語訳で伝えることができるかに
ついて論じた。 
 
２）理論的な観点 
二年目は、同じく翻訳学の観点から、詩の

分析を通して翻訳における諸々の困難を挙

げ、それに基づいて、とりわけ意味論と修

辞学の観点から、翻訳という行為の理論化

を試みる。 
 
２−１：「『萬葉集』における恋の表現につ
いて―翻訳を試みて」 
第10巻1921番歌と1925番歌において、「孤
悲」を改めて考察した。孤独と悲しみの意

味を含むこの語に喜びのニュアンスも見出

されることを示した上で、それをフランス

語訳において伝えるためには、どのような

工夫が必要であるかを説明した。 
 
２−２：「和歌の表現の巧みさをどのように
翻訳するか―『万葉集』の一首の和歌にお
ける同音異義語のはたらきを例に」 
	 ディドロは『盲人書簡』の中で、ある盲
人が、精神の前にある様々な客体を極めて
「巧みな」やり方で描写する能力を持って
いると言う。ディドロによれば、日常言語
の言葉は、客体へ直接導かれる光を生みだ
し、それを全ての人が共有する現実に一番
共通した面で現出させる。他方、「巧みな表
現」とは、こうした客体に補足的な光を投
げかけるものであり、その光は初めの客体
の上に間接的にもうひとつの客体を映しだ
す。すなわちそれは、比喩の光である。こ
のような「二重化した光」というディドロ
的イメージを第 11巻 2382番歌に当てはめ、
二つの異なる意味を含む言葉によって描き
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出される、現実と想像の二つの世界を明る
みに出した。この二つの光が結ばれるとこ
ろに新たな世界、つまり本来の意味で詩的
な世界の次元が生みだされることを示した。 
 
２−３：「『万葉集』の歌三首から「おほほ
しく」をどう解釈し、フランス語に翻訳す
るか」 
おぼろげな景色やあいまいな知覚を喚起す

る「おほほしく」という語は、曇っている

と同時に透き通ったヴェールの役割を果し、

恋の出来事を隠すと同時に現わすものであ

ることを示した。このヴェールの機能から、

恋というものが目に見えないものでありな

がら、感覚を通して感じられるものである

ことを明らかにした。 
 
２−４：「詩の「詩性」をどのように翻訳す
るか―アンリ・メショニックの『リズム論』
をめぐって」 
翻訳者に特異なことは、自らの言語におい
て詩を「詩として」再び作り上げることで
ある、という美学的観点に基づいて、アン
リ・メショニックの述べる「主体」の概念
について分析した。そのためには、「リズム」
の概念から出発しなければならないが、メ
ショニックの『翻訳の詩学』における「リ
ズム」とは、伝統的な五七調などの韻律で
はなく、ヘラクレイトスの言う「動き」の
意味において、根本的な位置を占める概念
である。つまり、ある思考が言葉を通して
構成される「動き」を成すものがメショニ
ックにおける「リズム」なのである。ここ
では、『万葉集』の第 10巻 1934番歌を検討
し、一方では、語彙、語法に重点を置く日
本の注釈者による解釈が、伝統的な対立（意
味と形、あるいはシニフィエ（所記）とシ
ニフィアン（能記）など）に基づいている
ことを明らかにした。そして他方では、言
葉の連続性に基づいて翻訳する試みが、詩
に映されている世界に向けてのみならず、
そこに映る「主体」に向けても新しい視野
を開きうるということを示した。 
 
３）比較文化論的な観点 
三年目は、『万葉集』の和歌数首とその現代

日本語訳（おもに折口信夫、小学館の翻訳

者、中西進によるもの）を比較し、翻訳と

いう行為にとって主観的なものが不可欠で

あることを示した。 
 
３−１：「詩を詩として翻訳する―万葉集の
一首の和歌をめぐって」 
メショニックの言う「リズム」とは言葉の

流れのことであり、この「言葉」には西洋

語の「ディスクール」を対応させる。それ

は「話す人」（フンボルトの言う  die 
sprechenden Menschen）の表現として定義さ
れ、その表現には、バンヴニストが言うよ

うに「私」と言う者の印が刻まれている。

この現象をメショニックは「最高の主体化」

と言い、言葉のリズムや音色や意味のまと

まりを作るのはこの「主体化」である。第

9巻 1778番歌を対象として、この意味での
「リズム」について吟味し、その「主体化」

について論じた。 
 
３−２：「詩の詩性をいかに翻訳するか―メ
ショニックの「リズム」を通して見た『万

葉集』の和歌」 
メショニック、フンボルト、バンヴニスト

およびボードレールの理論に基づき、詩に

表現される「主体」は詩人の主体でもなく、

読者の主体でもないということを示した。

この「主体」が存在するとすれば、それは

詩そのものの中に生きている「誰か」とい

う「主体」である。このような「主体」を

求めつつ、つまり、読者の心を今日なお動

かすのは、詩の表現の中で何なのかという

問いを立てつつ、第 10 巻 1934 番歌と第 9
巻 1778番歌を分析した。結論として、この
二つの歌に傑作としての新しい評価をもた

らした。 
 
３−３：「枕詞の詩学―三つの古代歌謡・和
歌について」 
主に賀茂真淵の『冠辞考』に基づいて、枕
詞「あしひきの」「うちひさす」「しきたえ
の」に焦点を当て、具体例を吟味しつつ、
枕詞の第一の働きは、詩の読者が一つの心
になって和歌を読むように導くことである
ことを示した。また、賀茂真淵の研究の再
評価を試みた。 
 
３−４：「『万葉集』の和歌における「今」
と「ここ」―一瞬に凝縮された動きを翻訳
する」	

この発表では、和歌の時間性について考察

した。その時間性は、詩人の表現の動きに

沿い、音の響きと言葉のリズムにおいて捕

らえられるものであり、それは和歌の中だ

けでなく、読者の記憶と心にも刻み込まれ

る。例を通して、それが没我の境地、自己

を忘れた状態で詠む歌に組み込まれるとい

うことを示した。加藤周一の『日本文化に

おける時間と空間』に基づき、『万葉集』

の詩的感覚は、歌舞伎や能楽のように、永

遠の瞬間を感じ取らせるということを示し

た。読者への作用は翻訳できないものであ

るとしても、翻訳者はこのような作用があ

るということを意識すべきであり、そうし
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て初めて、千年以上継がれてきた『万葉集』

の和歌の持つ力を西洋の読者にも感じさせ

ようと試みることができると結論した。	
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